
フィン型広帯域アンテナの基礎特性 
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図 1 アンテナ形状 
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 実測値
 解析値

h=1.5mm   g=0.5mm  e= 9mm
a=30mm    b=15mm 
c= 5mm     d= 6mm 

図 2 アンテナ特性（タイプ A） 
1. はじめに 
 広帯域な立体形状の平板で構成したアン

テナの研究が進められている[1][2]．しかし

これらアンテナの形状は固定しにくい．そ

こでアンテナ形状を検討し，フィン型の簡

単な構造をもつ広帯域なアンテナを提案し

た[3]．しかしその放射特性は動作周波数に

より変化していた．一般にＵＷＢ(Ultra

Wide Band)アンテナでは放射特性は周波数

依存性のないことが望まれる．そこでこの

アンテナの特性改善を検討したのでその結

果を報告する． 

 

2. アンテナ形状 

 図 1 に検討したアンテナ形状を示す．提

案するアンテナは地板上に高さｈ，長さａ

の板状素子を図の形状に構成したものであ

る．タイプAは素子端で接地板裏側から直接

給電し，素子反対側を接地してある[3]．タ

イプBは給電位置を素子の中側に移動させ，

給電部より素子端側を一部切り取った．タ

イプCはタイプBを基本とし，接地端を素子

中側に移動させた．  

 

3. 結果 

図２にタイプ A の周波数・リターンロス

特性を示す．図中に示す寸法にて広帯域な

特性を持つことが分かる．しかし結果は示

さないが，このアンテナの放射特性は周波

数により大きく変化している．そこで放射

特性の周波数依存性改善を目指し素子形状

の検討を行った．その結果，給電位置を素

子中側に移動させることにより，周波数特

性を改善できることが分かった（タイプB）．

図３に素子端からの距離 f の位置で給電

し，素子端形状 j を変化させた場合の特性

を示す 
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を示す．給電位置を移動させても広帯域で

整合の取れることが分かる．結果より j=6mm

と決定した．しかしこの場合，最低動作周

波数が約 3.5GHz とＵＷＢとしては高いた

め，更に改善を図り，タイプ C とした．電

流経路を同一寸法内で大きく取るため，接

地部を素子中側に移動させてある．図４に

寸法と特性を示す．小形かつ広帯域な特性

が実現できている．この時の 3～11GHz にお

ける放射特性を重ねたものを図５に示す．

広い周波数帯域でも素子前方（φ=90°）で

のレベル変動は 3dB 程度におさえられ，

-5dBi 程度の利得が得られている． 

 

4. まとめ 

フィン型の簡単な構造をもつ広帯域なア

ンテナの形状を検討し，周波数依存性の少

ない放射特性を有するアンテナを示した．
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生に深謝致します． 
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図３ アンテナ特性（タイプ B） 
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 実測値
 解析値

a=30mm  b=15mm  c= 2mm 
d= 6 mm  e= 4 mm  f = 6 mm 
g=0.5mm  h=1.5mm  i= 3mm 
j = 6 mm  k= 5mm  m= 9mm 
n= 3 mm 
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